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水
し
み
き
に
暑
さ
も
吹
き
と
蹴
曾


暑い， ともかく著い毎日が続きます。 7月20日ごろ

から� 8月の10日ごろまでが� l年で最も暑い季節j。燃え

る太陽どころか空気までメラメラ燃えそうな暑さの中� 町民のうごき
男� 4.0469.1 34 世帯数� 

，てい

夏
休
み

2
宋
い
に
ハ
ッ
ス
"
“ '78 

~\ 

10 19 

12 18 30 

8月号

高校球児が繰り広げる熱戦は� I心頭減却すれば|場 人� u 8.180 女� 4.146

昭初日年� 7月l日現イ主

元気に水しぶきと歓声をあげる。

夏休みに入ってはや10日が過ぎました。学習にスポ

もまた涼し」と教えてくれているのでしょうか。 男1;..十�  

生

亡

入

山山

山

先

転

転

ここは生比奈小学校の校庭プール。暑さもピークに� 

達した， 7月25日の午後� l時すぎだ。いつもは� 100人

前後の子供たちで込み合うこのプールも， 今日は子供

会で海水浴にいった地区もあるということで， ひろび

ろとしたプールに大よろこび。焼けつくような強い日

ざしが照りつけるなか， 真黒に日焼けした子供たちカ、� 

ーツに大いにハッスルして，事故のない快適な夏を過 


ごしてください。
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中 

(
四
年 
)
に
実
地
可
能
な
も
の
は

何
カ

一般会計
総額 131意7，700万円

一ごみ焼却場設置条例を廃比一

V

町
政
に
対
す
る

一
般
質
問

こ
の
談
会
で
七
議
員
が
町
政
に
対

す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
お

も
な
質
問
事
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

し 行 了 を 千 三 は
たいに原八年六�  f
。 、よ案百度

六るど万一二�  t
。+・-・4・-砂+令4・-令市+令場4

二 常り を会日
十任可追計開議
七委決加補
日員し)正
閉の、ほ予�  H

会選任か鋭利定
し任期六 (五 
まを�  ii1lj件六十

月�  i

・~

町

会

V
本
年
度
事
業
計
画
の
畑
総
事
業
に

V
町
長
の
労
務
管
理
と
人
事
異

つ
い
て 
V
ス
ポ
ー
ツ
振
興
対
策
に
つ

い
て 

V
病

動
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

院
改
築
と
坂
本
小
学
校
改
築
の
基
本

に
つ
い
て

常
任
委
員
と

V
四
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(坂
本
小
学

本

富
治
議
員 

岡

校
改
築

・
勝
浦
病
院
改
築
・
成
村
総

合
盤
備
モ
デ
ル
事
業

・
畑
地
帯
総
合

改
選
さ
れ
ま
し
た
。 

畑
総
と
上
水
道
構
想
に
つ
い
て

圭
一
議
員 

山
本

獲
備
事
業
)
そ
の
決
断
と
実
行
に
つ

町
づ
く
り
計
画
委
員
会
そ
の

い
て 
V

町
民

構
成
と
将
来
構
想
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
対
策
そ
の
需
要
と

V

マ
総
務
常
任
委
員
会

。 (@
印
委
員
長 

O
夫� 

西
浜

勝
己
議
員 

こ
の
議
会
で
決
っ
た

主
な
も
の
は

-
一
般
会
計
土
木
貨
に
四
千
万
円

昭
和
五
十
三
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
六
千
八
百
六
十
七
万
円

を
追
加
し
、
総
額
は
十
三
億
七
千
七

百
四
十
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

・
清
掃
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
制
定

従
来
の
ご
み
焼
却
場
の
よ
び
方

を
廃
止
し
て
、
ご
み
の
焼
却
・
不

燃
物
の
処
理
を
あ
わ
せ
て
行
う
、

消
掃
セ
ン
タ
ー
と
改
め
ま
し
た
。

・
そ
の
他
の
議
決
事
項

。
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害

援
護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条

例
の

一
部
を
改
正 

ο
勝
浦
町
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
条
例
の

一
部
を

改
正 
O
勝
浦
町
立
会
泌
説
に
関
す

る
条
例
の
制
定
。
昭
和
五
十
三
年

度
勝
浦
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

ご

千
三
百
八
万
六

千
円
追
加
し
、
総
額
三
億
七
千
六

百
四
十
万
四
千
円 
) 

昭
和
五
十

O

三
年
度
勝
浦
町
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
特
別
会
計
補
正
予
算
(
一
千

八
万
円
を
追
加
し
、
総
額
五
千
五

百
六
十
万
二
千
円
)

月各お円般十

特
別
委
員
改
選

す
。

各
常
任
委
員
会
と
勝
浦
川
総
合
開

発
特
別
委
只
会
委
員
が
次
の
と
お
り

印
副
委
員
長 
)

供
給
に
つ
い
て

V
公
共
工
事
に
伴
う
用
地
の
用
立
て

V
財
政
調
整
基
金
問
題
に
つ
い
て

V
財
政
五
か
年
計
画
の
策
定
に
つ
い

勝
浦
病
院
病
椀
改
築
問
題
に
つ

V
股
村
総
合
銀
側
モ
デ
ル 
4
業

V
畑
地
総
合
整
備
卒
業
に
つ
い

V
道
路
行
政
に
つ
い
て

・
県
道
徳
島

V
財
政
計
図
と
笑
施
計
画
の
策
定
の

V
公
害

美
芳
議
員 

岡

重
夫
議
員 

マ
厚
生
常
任
委
員
会

促
進
係
の
設
世
に
つ
い
て 

不
特
定

V

一
夫

平

阿

武

美
芳

生

田

敏

圭
一 

O

。
立
俸

山
本

山
本

多
数
通
行
の
町
道
改
良
工
事
の
受
益

者
負
担
減
免
に
つ
い
て

上
那
筑
線
中
角
か
ら
星
谷
に
通
じ
る

入
口
の
旧
生
名
谷
川
の
橋
梁
の
悩
員

味
間
喜
久
雄

か
つ
う
ら
広
報
の
選
挙

に
つ
い
て 
V

マ
産
業
建
設
常
任
委
員
会

中

晴
美
議
員 

啓
発
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

西

味
間
喜
久
雄
議
員 

河

野

寅

雄

義己雄�  

O

。
押
栗

西
浜

山
路 

坂

口

貞

雄

坪
内
正
太
郎

ご
み
焼
却
場
の
呼
称
を
廃
止
し
新

し
〈
清
掃
セ
ン
タ
ー
と
し
て

V
てい

て
い
て

て

V
板
本
小
学
校
改
築
の
目
途

・

時
期 

の
進
歩
状
況
と
そ
の
後
の
計
闘
に
つ

現
地
、
移
転
の
場
合
の
財
源

粂
例
の
制
定
と
産
業
振
興
の
調
和
に

V

つ
い
て 

政
治
公
約
中
町
長
の
任
期

マ
勝
浦
川
総
合
開
発
特
別
委
員
会

。
河
野

市
臥
雄

抑
架

O

西

浜

勝

己

坪
内
正
太
郎 

坂
口

山
路 

会会
。六
召月

i~lJ

震予 


山

武富重

O 
中滝山
間口下

夫� rri

小岡岡
|刻本

本

Hj号良笠
美一寿

f呆勝義

イ呆貞義
義雄雄

、、一

MUS04
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d
介
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えぷ身、
マ
し
ん
け

優
勝
星
谷
A

j

i

44A7閉路

=========================================
一-======一一

チ

ム

小山

，、¥� 

1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/

議

員

u

平
素
は
町
行
政
.
議
会
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

院
暑
の
折
柄
み
る
さ
ん
の
ご
健
康

を
お
祈
リ
い
た
し
ま
す
。

立押岡
棒 栗 本

一義富
夫雄治�  

教
育
委
員
会
は
、
二
十
番
札
所
鶴

林
寺
の
本
堂
、
同
寺
所
蔵
の
千
仏
名

経
(
せ
ん
ぷ
つ
み
よ
う
き
ょ
う
)
三

山

本

美

芳

山

下

豊

寿

生

田

敏

岡

重

夫

河

野

寅

雄

四
年
)
に
快
迷
和
尚
が
再
建
。
入

西

浜

勝

己

平

岡

武

滝

口

良

一

O 巻
と
中
角
の
観 

日
寺
に
あ
る
十

一
面

t

観
音
像
を
同
文
化
財
に
指
定
し
ま
し

四
五
四
年
)
当
時

の
住
職
、
宥
恩
の

大
願
で
弟
子
の
重
噂
が
書
き
写
し
た

と
の
奥
鉛
が
あ
る
。
背
表
紙
が
多
少

似
似
し
、
笠
く
な

っ
て

い
る
が
気
品

あ
る
舘
で
、
室
町
時
代
の
写
経
と
し

て
は
注
目
に
値
す
る
。

観
音
寺
の
+
一
面
観
音
像

育
十
七

・
五
勺
の
点
鋭
矧
(
平
安
前

十
一
一
世
紀

i

期
)
の
越
を
残
し
た
十 

の
作
品

で
蓮
華
の
ム
口
座
も
含
め
竪
木

の一

木
彫
り
。

た
。鶴

林
寺
本
堂

慶

長

九

年

二

六 

六
月
二
十
八
日
か
ら
七
月
十
日
に

か
け
て
行
わ
れ
た
地
区
対
抗
ソ
フ
ト

り
母
屋
造
り
、
銅
板
ぷ
き
、
桃
山
時

代
の
建
築
綴
式
で
あ
る
。

千
仏
名
経
三
巻

享
徳
三
年

二

勝

浦

町

長

桜

木

助

役

宮

崎 
山
海

H

=-

一一===
 

=
一=====一一
=====
一一====
=========
=

一=========
一

==========
一

==

一一一 

勝
浦
町
議
会

議

長

副
議
長

公武義武保
雄義 雄↑尊夫

坂

口

貞

雄

山

本

圭

一

中

西

晴

美

味
間
喜
久
雄

坪
内
正
太
郎

==-
一一=

 

===========
一一 =
一

ボ
ー
ル
大
会
は
、

二
十
七
チ 
l

鶴林寺の本堂ほか2点、

ム
が

;15星
ハ
令 

A A A B A A工，A

与

川

内

てと田工夫俗財に


前
き

優勝した星谷Aチーム

参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

棚

野

坂

本
槻

野
生

名

横

幅

廟

山
西
掛

MUS04
スタンプ

MUS04
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MUS04
テキストボックス
暑中お見舞い申し上げます優勝星谷Aチーム

MUS04
テキストボックス
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毛齢唱吐年金� 
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1&ほ年金 

*福祉年金*

福祉年金証書の回収

つぎの日程で福祉

年金証訟を回収しま

すので司年金証主uーと
印鑑を各支払い郵便

局までご持参 くださ

。し、

=8月11日.12日=

生星 坂 勝 生
名谷
、・ー『ザーーー' 本 浦 比

簡
易

到i 郵i
奈

銅1
垂1I
使

便� 1史� I吏

局 局 局 局

該� jJi 中棚 久 山今沼�  'r 
山町国 西 山 江 前� 

当� 
本

I也

立
I11 

一I也� 

1fト 石
王子 原� 
、四-~ーーー-〆 

I也� 

9 8 
時月
1 1 1 

12日� 
4 

者 区 区 区� l時

該

当

守� 
lil 
|勾 

R電

i頼

星
谷

生
才1 

盟

岩� 

角中� 

午� 

I!:J 8 
9 月
l昨';1 2 

者

、-.--'

I也
区

、ーーーー~ー同司~ 

地� 
区

1 2日� 

l時
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避
け
る
と
と
も
に
、
周
囲
に
木
く
ず

〔注
意
書
き
に
従
う
〕

グ
夏
の
風
物
詩 
4

も
火
事
の
も
と

や
油
類
な
ど
燃
え
や
す
い
物
が
な
い

子
供
は
好
寄
心
が
強
い
た
め
、
花

か
ど
う
か
確
か
め
て
か
ら
に
し
て
く

火
を
分
解
し
た
り
、
火
薬
類
を
取
り

花
火
に
よ
る
火
災
が
ふ
え
て
い
ま
す

だ
さ
い
。	

出
し
た
り
し
が
ち
で
す
。
花
火
に
使

〔気
象
条
件
〕	

わ
れ
て
い
る
火
薬
は
衝
撃
や
摩
擦
に

夕
涼
み
に
、
家

族

そ

ろ

っ

て

花

火

も

か

な

り

彼
雑
に

火

災

鮮

報

や

強

敏
感
で
、
ち
ょ
っ
と
こ
す
っ
た
り
す

を
す
る
の
は
、
夏

の

夜

な

ら

で

は

の

な

っ

て

き

て

い

ま

風

・
異
あ
乾
燥
に

る
だ
け
て
爆
発
す
る
危
険
性
を
持
っ

楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。

す
。
た

か

が

オ

モ

と

も

も

う

注

意

報

て
い
ま
す
。
ま
た
、
数
本
ま
と
め
て

と
こ
ろ
が
、
こ
の
夏
の
風
物
詩
も
チ
ャ
の
花
火
ー
ー

が

発

令

さ

れ

て

い

火
を
つ
け
た
り
す
る
の
は
極
め
て
危

取
り
扱
い
を

一
歩

馴

為

閉

ま

る

と

、

火

災

と

タ

カ

を

く

く

る

る

と

き

は

絶

叫

川

に

険
で
す
。
注
意
書
き
に
従
っ
て
取
り

や
火
傷
な
ど
の
事
故
の
も
と
に
な
り
の
は
危
険
で
す
。

し
な
い
こ
と
。
そ

扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
の
で
、
く

れ

ぐ

れ

も

注

意

し

て

花

火

を

す

る

と

う

で

な

く

て

も

、

〔
水
の
用
意
〕

く
だ
さ
い
。

き

の

注

意

事

項

を

胤

が

煩

い

と

感

じ

ま
だ
火
が
残
っ
て
い
る
の
に
気
付

花

火

の

注

意

書

き

を

読

ま

ず

に

、

い

く

う

か

あ

げ

て

た

と

き

は

避

け

る

か
ず
、
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
た
た
め
に
火

水
平
に
持
っ
た
ま
ま
点
火
し
た
た
め
み
ま
し
た
。

の
が
賢
明
で
す
。

事
に
な
っ
た
|
|
そ
ん
な
こ
と
の
な

約
十
メ

ー
ト
ル
先
の
納
屋
に
火
が
飛

〔

場

所

〕

〔

大

人

が

立

ち

あ

う

〕

い
よ
う
に
、
必
ず
水
の
は
い
っ
た

ハ

ん

で

全

焼

こ

う

し

た

花

火

に

よ

打

ち

上

げ

花

火

が

隣

家

の

家

恨

に

子

供

だ

け

で

遊

ん

で

い

た

た

め

に

、

ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
て
万

一
に
備
、
え

る
火
災
が
、
毎
年
、
全
国
で
二
百
件
泌
ち
た
り
、
地
上
を
走
る
花
火
が
近
周
囲
の
紙
く
ず
が
燃
え
出
し
た
の
に

る
ほ
か
、 

7

ッ
チ
や
花
火
の
燃
、
ぇ
カ

を
超
え
て
い
ま
す
。

く
の
紙
く
ず
な
ど
に
燃
え
移
っ
て
火
通
切
な
消
火
が
で
き
ず
、
建
物
に
燃

ラ
の
後
始
末
を
忘
れ
ず
に
。

最
近
は
、
輸
入
品
も
多
く
出
回
る
災
を
起
こ
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。
人

え

移

っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
大

な
と
附
類
が
増
え
、
そ
の
取
り
扱
い
家
る
ど
建
物
の
密
集
し
た
と
こ
ろ
は
人
が
立
ち
あ

っ
て
く
だ
さ
い
。

花
火
事
故
多
し

ル
参
加
作
口
聞
と
し
て
送
付
し
ま
す
。

ち除
 

4
6 

J

官
、 
J
十¥‘剖 

m'

判、 
J

・ 
、〆

 

花
火
遊
び
は

親
の
付
き
そ
い
で

税
に
関
す
る
作
文
と

標
語
を
募
集
グ

納
税
思
想
の
高
畑
怖
を
は
か
る
た

め
、
町
内
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
税

に
関
す
る
作
文
や
標
語
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
税
に
つ
い
て
、
日
ご

ろ
考
、
え
て
い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、

一

な
ん
で
も
結
構
で
す
。

一

ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
一

〈〉
応
募
規
定

一

・

作
文
の
部
一
人
一
作
と
し

一

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
八
枚
以
内

一

・	

標
語
の
部
一
人
三
句
ま
て

一

と
し
、
官
製
ハ
カ
キ
で
応
募
し

一

て
く
だ
さ
い
。

一 

-

作
品
の
末
尾
に
住
所
・氏
名
・一

性
別 
(学
生
の
場
合
は
学
校
名
・
一

学
年
名 
)
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
一 

-	

締
め
切
り
八
月
二
十
瓦
日

一 

(金
)

一

・

送
り
先
勝
浦
町
役
場
税
務

一

保
険
課

一

・	

発
表
か
つ
う
句
広
報

一

十
月
号 

↑

・	

入
賞
作
品 

(
作
文
三
制
・綴

語
五
句 
)
に
は
、
記
念
品
を
差
し

上
げ
、
作
文
の
部
に
つ
い
て
は
催

秀
作
を
国
税
庁
の
全
国
コ
ン
ク
ー

0
れ
理
血
何
回
一
明『

W
S
F
d
t 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
福祉年金証書の回収
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二
五 

守

ろ

う

ん
急
伊
少
れ
砂 

-9
。パ引

町
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
展
開

A
U

(VU

~ 

A
V 七

月
十
五
日
か
ら
八
月
三
十

一
日

ま
で
の
附

-
み
ん
な
で
防
ご
う

少
年
非
行 

み
ん
な
で
な
く
そ
う

危
険
な

環
境

・
み
ん
な
で
き
ず
こ
う	

明
る
い

家
庭

を
吊
内

川
阿
川
に
、
強
力
な
巡
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
県
下
の
少
年
非
行
は
、
急

激
に
増
加
し
て
お
り
、
補
導
さ
れ
た
少

年
は
低
年
齢
化
、
女
子
の
非
行
が
目

立
ち
、
集
団
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

学
校
も
夏
休
み
に
な
る
と
、
家
庭

生
活
の
リ
ズ
ム
も
乱
れ
、
非
行
の
多

発
時
期
と
も
な
り
ま
す
。
少
年
の
非

行
を
な
く
す
た
め
、
す
で
に
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
よ
う
に
関
係
各
団
体
の

協
議
会

〈
写
真
〉
を
開
い
て
、
重
占
'

目
標
に
向

っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

各
家
庭
で
も
家
族
全
員
が
そ
ろ

っ
て

夕
食
を
し
、
親
子
で
対
話
を
し
な
が

ら
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め

「
家
族
そ
ろ
っ
て
タ

ご
飯
」

の
チ
ラ
ン
を
配
付
し
ま
し
た

が
、
す
で
に
実
行
さ
れ
記
録
く
だ
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
水
仙
川

や
交
通
事
故
な
ど
か
ら
守
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
少
年
非
行
防
止
運
動
に

町
民
ぐ
る
み
の
こ
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
タ
ご
は
ん
の
評
価
記
録
表

は
婦
人
会
が
集
め
に
行
き
ま
す
の
で

抜
出
し
て
く
だ
さ
い
。

望
ま
れ
る

保
護
者
の
関
心

太
陽
と
海
と
緑
の
季
節
、
楽
し
い

夏
休
み
で
す
。
身
も
心
も
解
放
さ
れ
、

少
年
た
ち
に
と

っ
て
の
び
や
か
な
毎

日
が
訪
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
夏
休

み
に
は
毎
年
少
年
の
非
行
が
激
増
し

ま
す
。
夏
休
み
に
、
人
生
の
う
ち
で

最
も
大
切
な
思
春
期
に
、
と
り
か
え

し
の
つ
か
な
い
汚
点
を
残
す
こ
と
に 

な
る

「
腿
の
季
節
」
と
も
な
る
わ
け

で
す
。
徳
砧
県
笹
で
は
、
七
月
十
五

か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
、
県
、

県
教
育
委
只
会
と
タ
イ
ア
ソ
プ
し
て

「
防
ご
う
/
少
年
非
行
」

の
タ
イ
ト

ル
の
も
と
に
、
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

を
展
開
中
で
す
。
勝
浦
町
に
お
い
て

む
役
場
、
教
育
委
員
会
、
幽
芸
高
校
、

勝
浦
中
学
校
、
町
内
小
中
学
校

、
青
少
年
育
成
協
議
会
と
タ
イ
ア


ソ
プ
し
て
こ
の
運
動
を
展
開
中
で
す
。


町
民

一
体
と
な

っ
て
こ
の
運
動
に
ご


協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


少
年
の
悩
み
、
親
の
悩
み
は

A	 H

P
T

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン

八
九

l

O
O

水
あ
そ
び
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
子

と
も
た
ち
は
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ

て
水
あ
そ
び
に
夢
中
で
す
。
け
れ
ど

も
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
、
怖
い

水
の
事
故
が
待
ち
か
ま
え
て
い
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
、
す
で
に
三
名
の
幼

児
が
痛
ま
し
い
犠
牲
に
な
り
、
例
年
、

同
じ
ょ
っ
な
水
の
事
故
で
、
噂
い
子

ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
と
も
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守

る
の
は
、
お
と
な
の
責
任
で
す
。
シ

ー
ズ
ン
中
は
、
特
に
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
て
、
子
供
を
水
の
犠
牲
か
ら

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

脅

幼
児
か
ら
は
片
時
も
目
を
隊
さ

な
い
よ
う
に

た
っ
た
今
、
家
の
ま
わ
り
で
遊

ん
で
い
た
の
に
?
と
い
、
つ
こ
と

に
な
ら
な
い
た
め
に

安
全
対
策
は
身
近
な
家
の
ま
わ

り
か
ら

庭
池
、
古
井
戸
、
用
水
、
採
石

跡
な
ど
の
点
検
を

早
め
に
泳
ぐ
練
習
を

小
さ
い
時
か
ら
の
訓
練

家
族
ぐ
る
み
の
安
全
教
育

池
や
川
の
ふ
ち
で
の
遊
び
に
注

意
し
、
家
族
ぐ
る
み
の
話
し
合

い
を

〈航
瀬
駐
仏
引
所
〉

* ，骨� 

-R

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
青年非行町民総ぐるみ運動を展開

MUS04
テキストボックス
駐在所だより

MUS04
テキストボックス
子供を水の事故から守ろう
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農


み

か

ん

病
害
虫
防
除

こ
く
て
ん
病
と
ダ
ニ
類
の
防
除
が

中
心
と
な
り
ま
す
。
ダ
イ
セ
ン
類
や

ダ
ニ
剤
を
早
め
に
、
し
か
も
て
い
ね

い
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

全
体
に
成
り
が
う
す
く
、
カ
も
入

れ
に
く
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
部
分

的
に
は
か
な
り
成
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
す
そ
枚
を
中
心
に
見
回

っ
て
く
だ
さ
い
。

作
台
風
対
策

で
は
枝
折
れ
、
校
裂
け
、
接
口
の
も

げ
と
り
に
注
意
し
、
な
わ
や
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
を
利
用
し
、
結
束
、
誘
引
な

ど
を
行
、
っ
。

V
圏
内
作
業
道
の
排
水
口
の
盤
備
を

V 行、っ
。

施
設
ハ
ウ
ス
で
は
支
柱
な
ど
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
か
点
検
し
、
不
安

な
時
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
く
か
、

ひ
か
え
線
を
入
れ
補
強
を
す
る
。

そ
の
他

他
県
で
は
、
良
薬
中
毒
事
件
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
防
除
作
業
時
は
必 

ず
カ
ツ
パ
を
着
用
し
、
長
時
間
の
作

業
を
避
け
、
作
業
後
は
身
体
を
洗
う

な
ど
し
て
健
康
管
理
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。(

機
械
移
植
栽
培
)

一
1
二
年
の
閑
に
急
速
に
機
械
移

植
栽
培
が
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
従

来
の
手
植
、
ぇ
栽
培
と
比
較
す
れ
ば
生

育
状
況
も
多
少
異
な
り
ま
す
。
一
つ

一
つ
の
作
業
も
少
し
ち
が
え
た
り
、

考
え
方
も
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
今
月
は
機
械
移
桶
栽
培
に
つ

い
て
少
し
例
を
一
万
し
ま
す
の
で
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

中
干
し

本
年
は
も
う
幼
椋
形
成
期

に
入
っ
て
お
り
、
時
期
は
お
く
れ
て

い
ま
す
が
本
来
は
手
植
の
も
の
に
比

べ
て
や
や
強
目
に
行
う
の
が
よ
い
よ

う
で
す
。

穂

肥

施
用
時
期
は
、
出
穂
十
八

日
前
と
し
、
施
用
量
は
チ
ソ
ソ
、
カ

リ
と
も
に
十
灯l
あ
た
り
二
鈴
程
度
と

し
て
く
だ
さ
い
。

防

除

株
数
、
分
け
つ
数
と
も
に

多
い
の
で
過
繁
茂
と
な
り
や
す
く
、

モ
ン
ガ
レ
病
の
発
生
か
手
組
栽
培
よ

り

一一
層
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

穂
ば
ら
み
期
以
降
は
パ
リ
タ
ン
ン
粉

剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

落

水

手
団
栽
培
よ
り
恨
群
が
浅

く
発
注
し
て
い
る
の
で
、
十
治
水
後
も

一
二
回
走
り
水
を
入
れ
る
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

刈
取
り

手
植
栽
培
と
同
じ
日
に
植

え
た
も
の
は
三 
1
五
日
程
度
遅
れ
ま

す
。農

業
後
継
者
ク
ラ
ブ

先
進
地
を
視
察

私
た
ち
後
継
者
ク
ラ
ブ
員
は
、
自

分
た
ち
の
経
営
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

技
術
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
、
県

内
三
か
一
附
の
視
察
を
行
い
、

そ
の
内

容
を
感
想
な
ど
を
織
り
交
ぜ
て
ま
と

め
て
み
ま
し
た
ロ

最
初
に
行
っ
た
土
成
温
室
組
合
で

は
、
多
額
の
資
本
を
か
け
た
ガ
ラ
ス

温
室
、
自
動
か
ん
水
シ
ス
テ
ム
、
暖

房
装
置
な
ど
を
見
学
。
経
営
内
容
に

つ
い
て
は
、
ガ
ラ
ス
温
室
の
メ
リ

ト
を
い
か
し
た
商
品
質
の
ト
マ
ト
を

主
体
と
し
、
ネ
ッ

ト
メ
ロ

ン
な
ど
を

作
り
高
収
入
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
組
合
員
が
週
一
回
の
会
合

を
開
く
な
ど
連
帯
意
識
の
向
上
に
力

を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
成
業
経

営
に
お
い
て
、
技
術
の
向
上
を
目
指

す
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
連
帯
意
識

を
強
め
、
市
場
競
争
力
を
強
く
し
、

y

高
収
入
を
あ
げ
る
事
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

県
果
樹
試
験
場
上
板
分
場
で
は
、

主
に
落
葉
果
樹
の
試
験
、
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
落
葉
果
樹
を
今

の
み
か
ん
経
営
の
中
に
取
り
入
れ
る

に
は
、
技
術

・
労
力
な
ど
多
く
の
問

題
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
い
っ
た
棋
院
住
町
で
は
、
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
。

〈
写
真
〉

短
い
毛
の
は
え
た
ま
ゅ
の
よ
う
な
型

の
幼
果
が
た
く
さ
ん
な
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
一
個
百
円
i
二
百
円
位
で

メ
ロ
ン
の
自
岨
巴
至
の
前
川
.
て

一
市
販
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
勝
浦


町
に
も
何
本
か
の
苗
木
が
導
入
さ
れ


て
い
ま
す
が
、
ミ
カ
ン
の
よ
う
に
生


産
過
剰
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い


う
不
安
を
い
だ
き
ま
し
た
。


今
回
の
視
察
に
お
い
て
私
た
ち
は
、


経
営
に
取
り
入
れ
る
直
接
的
な
技
術


は
み
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、


有
意
義
な
視
察
で
し
た
。

¥」

キウイ� 71レー ツの幼果

¥、-

水

稲】

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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紫

陽

花

や

挺

史

を

絡

む

る

寺

の

嵯

紙

コ 

γ
プ
廻
し
飲
み
し
て
卯
月
旅

一

一

口

'

樹

瀬

ハ

人

口

翠

山

川

伯

江

瀬

戸

白

峰

一

「
電
話
工
事
の
ご
注
文
は
早
め
に
」

夏
草
の
延
び
し
ま
ま
な
る
空
家
庭

地
に
こ
ぼ
れ

ノ
ウ
ゼ
ン
彩
を
失
わ
ず

中

ゾ

中

山

架

城

紺

沼

江

大

岡

翌

日

一一

i

円ソ 

住
宅
や
庖
舗
の
増
改
築
、
引
越
し

な
ど
に
伴
う
や
屯
話
の
附
設
、
移
転
工

事
の
ご
注
文
は
、
十
日
ぐ
ら
い
前
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

電
話
局
で
は
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な

電
話
工
事
の
ご
注
文
が
あ
り
ま
す
が
、

工
事
を
行
う
に
あ
た

っ
て
は
、
申
し

込
み
順
に
工
事
を
行
う
よ
う
機
械
の

準
備
や
、
姐
当
者
の
編
成
な
ど
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
「
今
す
ぐ
」
と
か
「
明

日
工
事
を
し
と
い
う
よ
う
な
急
の
ご

注
文
を
い
た
だ
い
て
も
ご
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か

蝿
叩
き
片
手
に
祖
母
の
居
眠
れ
る

一

生

名

天

羽

百

歩

沼

江

小

室

五

月

一一

室

未
成

一一

委

を

納

屋

に

吊

し

て

大

草

戸

涼

み

台

星

座

に

心
う
は
わ
れ
つ

一

星

谷

勝

谷

春

城

横

瀬

稼

勢

銀

星

一一

一
出
詠
は
毎
月
七
日
ま
で
に

句
ハ
ガ
キ
で

一

一
さ
川

一
一

ら
、
泣
話
工
事
は
計
画
が
で
き
上

っ

た
時
、
早
め
に
ご
注
文
を
い
た
だ
き

'
ワ

澄
む
銀
河
過
去
が
静
か
に
梢
み
重
ぬ
若
竹
や
穂
に
の
る
月
を
刺
す
如
し

胃 

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

生

名

丸

山

香

月

沼

江

中

田

静

笑

一

電
話
の
使
い
方
、
電
話
用
配
管
な

A

斗 

劇
的
見
知
り
そ
め

2
2

ど
電
話
の
ご
相
談
は

勝
浦
局
二 
0
0
0番 

(無
料 
)
へ 

一

闘

---咽
 

金

一
方
向

田
中
八
重
子
さ
ん 

(
山
西
掛
)

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
提
供

山
村
多
喜
夫
さ
ん
(
沼
江
)

短
歌
作
品
の
募
集

泌
芸
の
提
供

カ
ヤ

一

清

水

文

雄

さ

ん

神
田
忠
次
郎
さ
ん
(
中
山

張

(中

山 

))

F
E
L
l

4
n
w

し
ま
す

一

」

星

紅

易

琴

別

問

m
a
'
E
4
4
h・-

l

l

一

三

一
2

一
E

-v

‘

.
a
F
E
E
E
Z
F
E
t
E
Z
F
E
L

司 

『‘

短

歌

題

は

自

由

次
の
要
領
で
作
品
の
募
集
を
い
た

。
ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

泉

和

子

さ

ん 

(小
松
島
)

ま
た
、
前
野
喜
代
太
さ
ん
(
横
瀬 
)

未
発
表
の
も
の
三
首


か
ら
老
人
い
こ
い
の
家
に
、
牛
乳
を

八
月
三
十
日


五
十
二
年
十
一
月
か
ら
毎
月
送
ら
れ

町
教
育
委
員
会


て
い
ま
す
。


以
上
が
、
町
善
意
銀
行
に
寄
せ
ら

社
会
総
合
大
学
の
開
政
講
座
・
地
区
講
座
で
受
講
希
望
ガ

れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 型堕亨~

E Z R 

一

ベ

一

!

佐

川

い

軒
下
の

ヘ
チ 
7

も

す

大

早

り

柄

え

を

し

回

に

タ

江

主

と

す

一

=

， 

ぃ 

什

生

名

山

崎

花

江

沼

江

紺

堂

喜

堂

一

h

t

L
h 

4
F

わ

一

‘ 

嗣

宜i

し
白

出

川

川

ほ
と
と
ぎ
す
女
は
涙
も
ろ
き
も
の
贈
る
こ
と
約
せ
し
す
だ
ち
長
る

巴 

開
市
?
』
一

生

名

竹

林

白

錫

沼

江

小

一
第

一

を

か

ら

み

て

余

る

蔦

雲

市

釣

り

心

泌

〈

渓

谷

や

立

諺

向

日

葵

に

タ

月

淡

く

懸

る

な

り

一

坂

本

日

浦

翠

峰

掛

谷

駒

津

光

洋

坂

本

福

良

伴

二 

侮
雨
附
や
不
動
は
剣
の
欠
げ
を
持
つ
悔
雨
茸
や
畑
の
隅
の
姶
て
む
し
ろ

坂

本

谷

信

土

掛

谷

野

上

す

み

れ

あ
り
日か
と
う

“こ
ざ
い
ま
し
た

.
送
り
先
勝
浦
町
三
渓 

一
年

毎

に

梅

漬

け

婁

の

古

び

た

り

紫

陽

花

や

下

駄

の

絡

な

り

と

藍

に

せ

ん

ま 

η

広
卓
八
さ
ん 
(都
景
)
ま
で

一
一 

与

川

内

水

口

湖

苅

掛

谷

山

丸

千

金
一
町
内
在
住
の
か
た
に
限
り
ま
す
。
… 

;
章
一
次
回
は
短
歌
、
そ
の
次
は
川
柳
と
古
代
百

一
寝
不
足
の
眼
に
朝
顔
の
咲
き
始
む
産
地
と
て
峡
の
協
泉
宿
に
新
茶
買
う
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ

一
一

1

J

a

-

-

A
F
E
K

a，、 

横

瀬

佐

木

狙

丘

掛

谷

斉

藤

重

子

お
誕
生
お
め
で
と
う

控ト坂生-!?: ~反

北
山

誠

一

幾

原

康

明

岡

本

満

幸

樋
口
満
詩
夫

吉

岡

正

治

二
男

J工法R国

-
香
典
返
し
に
か
え
て

金

五

万

円

坪
井
俊
織
さ
ん
(
横

吉
田
満
子
さ
ん
(
沼

金

三

万

円

山
田
昌
男
さ
ん
(
久

・
全
快
祝

金

二

万

円


大

島

治

さ

ん
 

・
そ
の
他 

治美子樹啓
伸寿  f圭直陽

i人]本

長
男

長
女

長
女

長
男

谷本名  

締
切
り

送
り
先

事
お
く
や
み
申
し
ま
す

久生  b

国名原

竹
村
竹
次
郎 

(
け
歳 
)

太
田
カ
メ
ノ 

(
臼
歳 
)

山
田
ウ
メ
ヲ 

(
的
歳 
)

(
山
西
掛 
)

，』 BK
、.』，
 

E

、弘 
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料

I1歳� 6か月児�  金

:I健康診査

検
診
内
容

日 干呈 表

昭和53年 8月1日� カ込 コ つ ら 第98号 (8) 

は
、
自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
に
進
行

す
る
場
合
が
多
い
も
の
で
す
。
検
診

に
よ
る
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
一
人
で
も
多
く
の
か

た
が
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
と
の
成
人
病

月 日 時 問 場 所� 

8月21日(月) 午午9前時後30分� ~ 

2時 30分� 

生比奈農協�  

8月23日制 11 坂本事業所�  

8月30日(ホj 11 福祉センター

成
人
病
検
診

無検・養検
料査・指尿

。� 1歳� 6か月児は，一般的にお� ' 、導
心、血

B しゃべりや歩行などの基本的な ， 
電診圧

: 行動機能が確立する時期です。 ，� 図 察 担1)

. それらの遅れを発見したり ，虫�  i I血・
疋三� 

i 歯の予防など心身障害の発生防� i 液・栄

' 止をはかろうとするものです。� 

点
灯
は
し
な
い
こ
と
)

き
カ
ン
な
ど
は
、
使
用
者
が
責
任
を

持
っ
て
持
ち
帰
る
こ
と

え
し
、
清
掃
す
る
こ
と

入
ら
な
い
よ
う
に
し
、
車
は
正
し
く

駐
車
す
る
こ
と

は
、
責
任
者
が
設
け
た
所
定
の
場
所

だ
け
と
し
、
す
い
が
ら
、
チ
リ
、
あ

V VV

! 

8 21月 日(月 ¥.、

上
ず

不?一飼い犬は必ず

iつないで下さいー思
..，...ヒ

7 日(月) 買;引� 

l

V
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
で
の
喫
煙

車

・
単
車
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に

午
後
十
時
に
は
、
必
ず
消
灯
す
る

そ
の
他
管
理
者
が
決
定
し
た
こ
と

こ
と
(
明
る
い
う
ち
、
少
人
数
で
の

! 該当者は必ず受けてくださし、� : 

施
設
使
用
後
直

ナイター施設・体育館の

V

: と き� 8月18日幽� i 
午後�  1時30分 -3時� 

場
内
外
の
整
理

使用者にお願い/� 

V

a 

: ところ 勝浦病院 。� 

. 該当者昭和51年 12月一� 2月ま 努
め
る
こ
と

ち
に
器
具
や
備
口
問

な
ど
を
原
状
に
か

や
秩
序
の
保
持
に

や
体
育
館
を
使
用

さ
れ
る
か
た
は
、

次
の
注
意
事
項
を

必
ず
守
っ
て
く
だ

さ
い
。 

: 

¥』回 でに生まれた者。� i 

; ※母子手l限を持ってきてくださ

※
以
上
の
注
意
事
項
を
守
ら
な
い
場

合
は
、
貸
し
出
し
を
禁
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
健
康

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か

-
日
時

毎
月
第
一
土
嶋
田

・
第
三

土
曜
日
午
後
七
時
三
十

分
か
ら

-
場
所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

成犬� 300円� 

夜間救急当番表 社
会
同
和
教
育

地
域
巡
回
日
程
表

日
日 

(木
)

幻
日
(
月 
)

羽
田
(
土
)

ω日
(
水
)

と
こ
ろ

相
談
員

と

き2 日

5 日

8 日

山 間 医 院� 

勝 ィ甫 病 院� 

上勝第�  2 診 療 所 �  

湯� i主 医 院� 

勝� t甫 病� f完� 

赤 モ山王 医 院� 

勝 浦 病 院� 

上勝診 療 所 �  

山 西 医 院� 

勝 ィ甫 病 院� 

11日

1 4日

1 7日

2 0日

2 3日

2 6日

2 9日

八
月
十
一
日
(
金
)

午
後
一
時

1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

徳
島
行
政
監
察
局

川

原

勝

行
政
相
談
委
員

¥、d

立
川
公
会
堂

中
山
公
会
堂

棚
野
公
会
堂

久
国
公
会
堂

中

村

芳

生

h

お
ま
す
。

F

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
雨
天
の
場
合
は
次
一

週
(
十
三
日 
)
の
日
曜
日
に
延
期
し

}
の
発
生
を
防
ぎ
清
潔
で
美
し
い
町
一

、
に
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご

八
月
六
日
(
日
晦
日
)
は
町
内
い

っ
せ

い
清
掃
日
で
す
。

清
掃
日
に
は
一
戸
に
一
人
は
必 

-

ず
出
て
、
保
健
部
長
さ
ん
の
指
示

に
従
っ
て
、
付
近
の
草
刈
り
や
河

一

川
の
清
掃
、
ド
ブ
ざ
ら
え
な
ど
日
一

ご
ろ
手
の
属
か
な
い
所
を
重
点
的

一

に
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。
ヵ
や
ハ
エ 

第
町-

RE 

2面
ぷは

ナ

イ

タ

施

設

平日 午後 6時一翌日午前 91侍
;青まで
掃

{木日 午後 7時一翌日午前九時 日� 
まで

-

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
1歳6か月児健康診査

MUS04
テキストボックス
飼い犬は必ずつないで下さい不用犬の買い上げ日

MUS04
テキストボックス
八月定例行政相談




